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○ 問題は で，９ページまであります。１ ６～

○ 解答用紙は中にはさんであります。取り出して使用しなさい。
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春香さんと一郎さんは，社会科の授業で示された３つの地図を見て，小学校で学習したこ□１
はる か いちろう

とを思い出しながら「世界のすがた」の学習を進めました。
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東京

ロンドン

地図１ 緯線と経線が直角に交わる地図

地図２ 東京からの距離と方位が正しい地図

地図３ 面積が正しい地図
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( ) 小学校で学習した 中の ～ の中から，あなたが興味のある国を１つ選び，国名と1 地図１ ア オ

その国のどんなことに興味があるのか，選んだ理由をその国に関連する語句を入れて書きな

さい。

( ) 春香さんは今年の夏に開催されたロンドンオリンピックをテレビで見て， をもとに2 地図１

ロンドンのことを調べてみることにしました。

① ロンドンは経度０度の経線が通っています。この経線の名称を書きなさい。

② 飛行機を使って，東京からロンドンまで行くときの最短ルートを を参考にして解地図２

答用紙の地図にかきなさい。

( ) 一郎さんは 中の Ｘ の都市に行きたいと考えています。その都市を春香さんに地図3 地図１

帳で探してもらうことにしました。 Ｘ の都市の位置を，緯度と経度を使って表しなさい。

( ) 「世界のすがた」の学習のまとめとして， ～ の３つの地図を使って学んだこ4 地図１ 地図３

とを班で発表し合っています。発表内容が正しい人はだれでしょう。１人選んで，名前を書

きなさい。

正男さん
まさ お

春香さん

一郎さん

良子さん
りょうこ

地球の海洋と陸地の比率は７：３で，海洋の

うち，一番広い海は大西洋です。世界の国々は

北半球に多く集まっています。

ユーラシア大陸にはアジア州とオセアニア

州があります。ロシア連邦は世界で一番面積

が広く，２つの州にまたがっています。

国境には河川や山脈など自然物を利用したもの

が多くあります。しかし，アフリカ大陸には，直

線のようになっている国境も多くみられます。

オーストラリアは大陸そのものが国になっ

ています。日本とは同緯度にあり，日本の真

南に位置しています。
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一郎さんは「世界各地の人々の生活と環境」について，資料を使って調べ学習をしています。□２

( ) 中の の都市はどんな気候帯に属していますか。気候帯名を書き，その地域の気候1 資料１ ①

に当てはまる紹介文を， の から選びなさい。資料３ Ａ～Ｆ

( ) から のどちらかを選び，次の問いに答えなさい。2 資料２ あ・い○ ○

① 選んだ資料は， 中の のどの地域で見られますか。資料１ ア～オ

② 答えた理由について，説明しなさい。

( ) 右ページの の にあてはまる語句を書きなさい。3 Ａの紹介文 （ ）Ｘ

( ) これまで学習してきたことを「世界各地の人々の生活と環境」というテーマでまとめるこ4

とにしました。このことについて気づいたことを， ～ をもとに自分の言葉でま資料１ 資料３

とめなさい。

資料１ 世界の気候帯

資料２ 世界の人々のくらし

あ い○ ○



- 4 -

資料３ 紹介文

Ａ Ｂ Ｃ

Ｄ Ｅ Ｆ

私の住んでいる地域は，

一年中気温も高く，雨も

多い。畑でとれるタロい

もやキャッサバなどのい

も料理が主食だね。マン

ゴーやバナナ等の果物も

とれるよ。

，私の住んでいる地域は

寒さの厳しい長い冬があ

るけれど，気温が高い時

。期には，野菜も育ちます

タイガとよばれる針葉樹

林が広がっているよ。

私の住んでいる地域は，

ほとんど雨が降らないた

め，植物はあまり見られ

ません。水や草を求めて，

羊ややぎ等の( )を行Ｘ

っています。最近は定住

する人も多いよ。

，私の住んでいる地域は

年中すずしく，昼と夜の

気温差が大きいよ。標高

が高いので，空気がとて

もうすいんだよ。ジャガ

イモやトウモロコシを育

てているよ。

私の住んでいる地域は，

一年の大半は雪と氷に覆
おお

われているよ。夏の間，

コケとわずかな草は生え

るけど，農業はできない

ね。伝統的な自給自足の

生活が残っているよ。

，私の住んでいる地域は

温暖で季節の変化もある

よ。夏は雨が多くて，特

に梅雨の時期はじめじめ

することもあるけど，雨

が多い気候は米作りに適

しているよ。

(「理科年表 ，２００８年気象庁資料から作成）」

℃平均気温8.5
年降水量816mm

℃平均気温-11.6
年降水量106.3mm

平均気温16.5 年降水量1992.3mm℃

℃平均気温26.6
年降水量244.5mm

℃平均気温0.6
年降水量472.1mm

℃平均気温23. 3
年降水量3576.7mm
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３ 春香さんのクラスでは，アジア州のあらましについて学習した後，班に分かれて調べたこ□
とを発表することになりました。

( ) 地図中の，アジア州の気候に大きな影響をあたえている風 の名前を書きなさい。1

( ) 地図中の 印はある鉱産資源の分布を表しています。この鉱産資源名を書きなさい。2

( ) 発表資料をわかりやすくするために， をグラフにしたいと思います。解答欄にある3 資料１

棒グラフを完成させなさい。

( ) クラスのみんなにアジア州の特徴をわかりやすく説明したいと思います。説明テーマを次4

の から選び，右ページの の２つの資料と関連させて説明しなさい。ア～ウ 資料１～資料６

ア : アジアの工業化 イ : 多様な文化をもつアジア ウ : アジアの人口

【解答の例】

選んだテーマ( )

＜使う資料 （ ）と（ ）＞

＜ 資料からわかるアジアの特徴＞
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資料４ おもな製品の生産量における

アジアのしめる割合

（世界国勢図会2011/12から作成）

資料１ アジアにおける平均賃金

製造業月額(2008年)

日本 ２９３,４００円

中国 ２６,０００円

タイ ２０,０００円

インドネシア ８,５００円

(現地通貨を日本円に換算)

ILOホームページから作成）（

資料６ アジアのおもな言語

国 名 おもな言語

日 本 日本語
大韓民国 韓国語

中国語(漢語,北京語,
中華人民共和国 広東語,チベット語,

上海語,モンゴル語,
ウイグル語,チョワン
語，ミャオ語)など
ヒンディー語，テル

インド グ語,ベンガル語，タ
ミル語，マラーティ
ー語，ウルドゥー語
など

マレーシア マレー語，英語,中国
語,タミール語 など

フィリピン フィリピン語，タガ
ログ語，英語

カザフスタン カザフ語，ロシア語
サウジアラビア アラビア語

（世界国勢図会2011/12から作成）

資料２ 世界の地域別人口割合

資料３ アジアの宗教分布

（世界国勢図会2011/12等参考）

資料５【地域別世界人口の推移】
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（世界国勢図会2011/1 作成）2から
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４ 小学校では人物を通して歴史を学習してきました。

。 。( ) 一郎さんはどの人物を選んだのでしょうか 下から適切な人物を選んで記号を書きなさい1

( ) 「政治を動かした武士」というテーマ以外に新たなテーマを考え，３人の人物を記号で選2

びなさい （①，②の人物を再度使用してもよい ）。 。

※テーマの表し方の例「○○した人物 「○○になった人物」」

( ) 下の年表の の時期に活躍した人物を１人ずつ選びなさい （なお，複数の人物3 ア・イ・ウ 。

が当てはまるときは１人だけ書けばよい ）。

源頼朝GザビエルE 鑑真F豊臣秀吉A

小野妹子M

， 。先生：今日の授業では これらの人物を用いて歴史の流れや移り変わりについて考えます

まずは 「政治を動かした武士」を１人選んでみましょう。，

春香：はい。わたしは平清盛を選びます。平清盛は歴史上初めて武士として政治の実権を

にぎった人物で，都で政治を行いました。しかし，実権をにぎった期間は短く，こ

の人物の死後，戦いの中で一族は滅びました。

先生：平清盛は今年はドラマでも放映されていますね。それでは「政治を動

」 。かした武士 というテーマにあてはまる人物をあと２人選びましょう

一郎：そのテーマなら，ぼくは（ ① ）と（ ② ）を選びます。

先生：なるほど。そうですね。
平清盛

徳川家光B 清少納言C 野口英世D

足利義満H ペリーI

時 原 始 ・ 古 代 中 世 近 世 近 代 現 代

縄 文 弥 生 古 墳 奈 良 平 安 鎌 倉 室 町 安土桃山 江 戸 明 治 大 正 昭 和 平 成代
飛鳥

人
ア イ ウ物

歌川広重J 雪 舟L中大兄皇子K
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５ 一郎さんのクラスでは原始・古代の日本について学習しました。

( ) 一郎さんは右の から弥生時代になると人口が急増した1 資料１

ことに気づきました。

なぜ人口が増えたのか，下の を比較して，その資料２・資料３

理由を書きなさい。

資料２ 資料３

( ) やがて日本は 「むら」から「くに ，そしてさらに大きな「くに」にまとまっていったこ2 ， 」

とが下の中国の ～ からわかってきました。資料Ａ 資料Ｃ

① の（ Ｘ ）にあてはまる国名を書きなさい。資料Ｃ

② ～ を古い順に並べかえなさい。資料Ａ 資料Ｃ

③ 下の から，古代の日本が中国との関係を変えようとしていることがわかります。そ資料Ｄ

れはどんなことか，上の ～ を比較して説明しなさい。資料Ａ 資料Ｃ

資料Ｂ

＜漢書の地理誌からわかること＞

・朝鮮の海の先に倭人たちが住

んでいる。

・１００以上の国に分かれてい

る。

・みつぎ物を持ってたびたびあ

いさつにやってくる。

縄文時代想像図 弥生時代想像図

資料Ｃ

＜魏志の倭人伝からわかること＞

・使いを送ってくる国は３０国ほど

ある。

・卑弥呼という女性を王にした。

・卑弥呼は魏の王にあいさつをした

いと願い出た。

（ ） 。・この国の名前は というＸ

資料Ａ

＜「倭王武の手紙」 宋書の倭国伝からわかること＞

・私の祖先は東は55国，西は66国，

さらに海をわたって95国を平定し

た。

・宋の王にみつぎ物を持っていこう

とするが，高句麗がじゃまをして

いる。

・高句麗を破りたいので，高い官位

をあたえて励ましてほしい。

資料Ｄ 隋書の倭国伝からわかること

倭（日本）の王 多利思比孤（たりしひこ）が使いを出してきた。倭の王の使者が差し出した手紙に，

は 「日出づるところの天子 書を日没するところの天子にいたす。つつがなきや （太陽が昇る国の， ， 。」

天子が手紙を日が沈む西方の天子に差し上げます。お変わりありませんか）と書かれていた ・・・。

資料１ 人口の変化 推定

（ ）時 期 人口 人

約 万人縄文晩期 10
～ 万人（紀元前１０００年～） 26

弥生時代

約６０万人（ ）紀元前４００年～紀元３００年

内閣府「少子化社会白書」から

作成
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６ 一郎さんは，日本が「くに」から「国家」へと成長していく過程を， と をもと資料１ 資料２

に調べていきました。

資料１ 聖徳太子が目指した国 資料２ その後完成した国の仕組み

( ) 当時の日本がどのような国づくりを目指していたか からわかることを書きなさい。1 資料２

( ) さらに，一郎さんは奈良時代の様子について学習をしました。授業後，黒板には次のよう2

に書かれていました。

① に当てはまる都の名前を漢字で書きなさい。（ Ｙ ）

。 ，② 黒板には下の と が貼ってありました 下の と を参考にしてキーワード 資料 キーワード 資料

の問いに答えなさい。「班田収授法を改め，墾田永年私財法を出したのはなぜだろう？」

（ という３つの語句を使って答えること）口分田 税収入 開墾

＜604年十七条の憲法（抜粋）＞

一に曰く，和をもって 貴 しとな
わ とうと

し。さからう（争う）ことなき

を宗とせよ。
むね

二に曰く，あつく三宝を 敬 え。
さんぽう うやま

三宝とは仏・法（仏の教え ・）

僧なり。

三に曰く， 詔 （天皇の命令）
みことのり

を 承 りては必ずつつしめ。
うけたまわ

＜701年 大宝律令による役所の仕組み＞
天皇

地方 九州
神祇官

大宰府
国司は中央から派遣*

国司 国司

郡司 郡司

里長 里長

左

大

臣

太
政
大
臣

右

大

臣

中

務

省

式

部

省

治

部

省

民

部

省

兵

部

省

刑

部

省

大

蔵

省

宮

内

省

キーワード

「人口の増加」

奈良時代の土地制度の変化について考えようめあて

班田収授法を改め，墾田永年私財法を出したのはなぜだろう？」７１０年：奈良に都を移す→（ ）Ｙ 「

＜貴族のくらし＞

豊かなくらし→農民が支える

＜農民のくらし＞

･･･６歳以上の男女に をあたえる。班田収授法 口分田

死亡したら，口分田を国に返させる。

税負担： など→重い負担租 調 庸
そ ちょう よう

やがて

墾田永年私財法７４３年：

キーワード 資料

有力な貴族や寺社などが私有地を広げる

資料 墾田永年私財法

開墾した田は期限がくると公地として取り上げられて
かいこん

しまうため，農民は意欲を失い，せっかく開墾してもま

た荒れてしまっている。今後は開墾した土地は自由に私

有し，永久に公地として取り上げないこととする。

「続日本紀から要約」
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これで，問題は終わりです。


